
令和 ８ 年 8 月 25 日～28日、9月13日
泉南市教育委員会

部活動の地域展開における
大阪府の現状及び泉南市のこれからについて
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１．背景
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（スポーツ庁HPより）

【関連データ】少子化の進展（中学生世代の人口の急激な減少）
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（スポーツ庁HPより）

【関連データ】運動部活動に加入している中学生数の推移
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（スポーツ庁HPより）

【関連データ】中学校における合同部活動実施チームの推移
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学校部活動の課題・改革の必要性 （スポーツ庁HPより）
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部活動改革の全体図（イメージ図） （スポーツ庁HPより）
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名称の変更 「地域移行」から「地域展開」へ
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地域展開のパターンについて

市が一定の基準を満たしていることを認定した
地域クラブです。学校の部活動とは別に、地域
の指導者が中心となって活動します。
子どもたちが安心して参加できるよう、安全面
や指導体制を確認したクラブを認定します。

部員数が少ない学校同士が協力し、一つの学校
を拠点として活動する方法です。学校の枠を超
えて仲間と活動できるため、競技や文化活動を
継続しやすくなります。

学校の部活動に、専門的な知識や経験を持った
地域の指導者が参加する方法です。教員と連携
しながら、生徒への指導を行います。
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地域クラブ活動と学校との関わり

部活動を地域展開した場合にも、学校との関係が切り離されるもので
はなく、地域クラブ活動の実施に当たっては、生徒が所属する中学校等
との適切な連携を図ることが重要

【主な連携事項】

・地域クラブ活動の活動方針・活動状況等の共有
・地域クラブ活動での学校施設の活用や従事を希望する教師
等の兼職兼業に当たっての連絡調整

・生徒・保護者への地域クラブ部活動に関する丁寧な情報提供

→学校も含めた地域全体で生徒の豊かな活動機会を確保

学校と地域が一緒になって、地域クラブ活動の充実・発展に取り組むことが重要
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地域クラブ活動において実現が期待される「新たな価値」の例
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２．部活動改革及び地域クラブ活動の推進
等に関する総合的なガイドライン
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部活動の地域展開等に関する法律上の規定 （スポーツ庁HPより）

13



14



15



16



３．大阪府の状況
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大阪府における中学校等の部活動の実態

部活動実態調査 調査対象（令和７年度）
● 市町村立中学校（２７７校）及び 義務教育課程後期課程（８校）
● 市町村教育委員会（政令市を除く）

＊本調査の数値はいずれも７月１日時点で調査
＊入部者数は、２つ以上の部活に入部している生徒の延べ人数としている。

◆ 生徒加入状況及び部活動設置状況の推移

全体（運動部＋文化部） 平成30年度 令和７年度 増減率(%)

在籍生徒数（人） 130,916    119,994 -8.3

入部生徒数（人） 109,659 93,580 -14.7

入部率（％） 83.8 78.0 -5.8

部活動設置数（部） 4,667 3,537 -24.2

運動部 平成30年度 令和７年度 増減率（％）

入部生徒数（人） 84,267 69,830 -17.1

入部率（％） 64.4 58.2 -6.2

部活動設置数（部） 3,624 2,568 -29.1

文化部 平成30年度 令和７年度 増減率（％）

入部生徒数（人） 25,392 23,750 -6.5

入部率（％） 19.4 19.8 +0.4

部活動設置数（部） 1,043 969 -7.1 18



◆ 指導者の配置状況

大阪府における中学校等の部活動の実態
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大阪府における部活動の地域展開に向けた取組状況について

【地域展開の推進に向けた体制整備の概要】

・令和５年度に設置した検討会議を継続して開催し、大阪府内の取組み状況の検証や好事例の普及方策を
検討する

・府内全域での活用が可能で、広域的な人材の確保とその人材を育成する仕組みとなる
新たな人材バンク【ええコーチOSAKA】の運用により、地域連携・地域展開に取り組む市町村を支援する

・改革実行期間（前期：R8-10、後期：R11-13）における府方針ついて検討する。

（運営体制）

大阪府
教育庁

有識者

首長部局

PTA協議会

中・高体連
大阪府

スポーツ協会

大阪府
吹奏楽連盟

府内市町村
教育委員会
（代表）

大阪府における中学校部活動改革に関する検討会議

１．大阪府における部活動等の在り方に
関する方針の見直しについて

２．取組みの進捗状況の把握及びこれまでの
施策の効果について

３．新たな施策について

４．次年度の方向性について

５．好事例の普及方策について

６．その他
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≪はじめに・本方針改定の趣旨等≫

○ 大阪府においても、少子化が進行する中、学校部活動を従前と同様の体制で運営す
ることは困難であり、教員が部活動顧問を務める指導体制の継続も、学校の働き方
改革が進む中、一層厳しい状況。

○ このような中でも将来にわたり、生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続 して親しむこ
とができる機会を確保することをめざし府の考え方を示す。

○ 学校部活動の教育的意義や役割を、地域クラブ活動においても継承・発展させつつ
、地域のスポーツ・文化芸術の振興の観点からも充実を図ることが重要。

○ 本方針は、義務教育である中学校の生徒の学校部活動及び地域クラブ活動を主な対
象とする。（ 「Ⅰ 学校部活動」は高等学校にも適用）

令和５年８月

大阪府における部活動等の在り方に関する方針【概要】

背
景

● 平成31年２月：大阪府部活動の在り方に関する方針（府教委）
● 令和４年12月：学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する

総合的なガイドライン（スポーツ庁・文化庁）

府
検討会議

● 府内全体の地域移行が進むよう、関係者との検討会議の設置（令和5年5月）

● 中学校部活動の地域への移行の在り方等を検討

Ⅰ 学校部活動

◆ 学校部活動の位置づけと活動にあたって遵守すべき事項
学校部活動は、学校教育の一環として実施される教育課程外の活動であり、その

教育的意義は大きく、その設置・運営は学校の判断により行われるもの。

≪概要≫

○ 教員の関与について、法令等に基づく業務改善や勤務管理

○ 部活動指導員や外部指導者の確保

○ 心身の健康管理・事故防止の徹底

○ 体罰・ハラスメント防止の徹底

○ 休養日：週あたり２日以上の設定（平日１日、週末１日）

○ 活動時間：平日２時間程度、休業日は３時間程度(高校は4時間程度)

○ 府立高校における「部活動大阪モデル」の推進

○ 学校や地域の状況に応じ、地域のスポーツ・文化芸術団体等の活用により、

学校部活動の地域連携を推進

Ⅱ 新たな地域クラブ活動

◆ 地域クラブ活動の位置づけと活動にあたって遵守すべき事項

中学校における部活動の維持が困難となる前に、学校と地域との連携・協働によ

り学校部活動を地域移行し、新たな地域クラブ活動により、生徒のスポーツ・文化

芸術活動の場の確保を進めるもの。

≪概要≫
○ 地域クラブ活動の運営団体・実施主体による適切な運営及び充実
○ 地域スポーツ・文化振興担当部署や学校担当部署、関係団体、

学校等の関係者を集めた協議会などの体制整備と責任主体の明確化
○ 指導者資格等による質の高い指導者の確保と、人材バンクの整備、

意欲ある教員等の円滑な兼職兼業

○ 競技志向の活動だけでなく、複数の運動種目・文化芸術分野に親しむ機

会など、生徒の志向や体力等の状況に適したプログラム等も確保

○ 休養日・活動時間：「Ⅰ  学校部活動」に準じた設定

Ⅲ 学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた環境整備

◆ 地域の実情に応じた取組みの手法・留意すべき事項
各市町村におけるスポーツ・文化芸術振興の方向性や、地域に根付いたスポーツ

・文化芸術の活動実態やその環境等を踏まえて、学校部活動の地域連携・地域移行
に向けた取組みをできるところから進めるもの。

≪概要≫

〇国は令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間と位置づけ

ており、府においても地域スポーツ・文化芸術環境整備のための取組み

を重点的に行っていくために、休日の学校部活動の段階的な地域連携・

地域移行を推進

○ 平日の環境整備はできるところから取り組み、休日の取組みの進捗状況
等を検証し、更なる改革を推進

○ 府内大会等における地域クラブ活動等の参加機会の確保等 21



４．泉南市のこれから
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泉南市における中学校等の部活動の実態
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全体
（運動部＋文化部）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 増減率(%)

在籍生徒数（人） 1,607 1,623 1,542 1,508 1,430 -11.0

入部生徒数（人） 1,255 1,299 1,276 1,195 1,111 -11.5

入部率（％） 78.1 80.0 82.7 79.2 77.7 -0.4

部活動設置数（部） 53 56 50 54 44 -17.0

運動部 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 増減率(%)

入部生徒数（人） 913 920 824 807 769 -15.8

入部率（％） 56.8 56.7 53.4 53.5 53.8 -3.0

部活動設置数（部） 38 40 34 39 29 -23.7

文化部 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 増減率(%)

入部生徒数（人） 342 379 452 388 342 -

入部率（％） 21.3 23.4 29.3 25.7 23.9 2.6

部活動設置数（部） 15 16 16 15 15 -

◆ 生徒加入状況及び部活動設置状況の推移
※令和3年度と令和7年度の比較



泉南市のこれからの取組について①

泉南市では、
子どもたちが安心・安全に部活動を続けることができる環境づくりを目指して、
地域の実情に合わせて、上記の「認定地域クラブ」「拠点校方式」「部活動指導員」を組み合わせながら進めていくために、
地域でスポーツ・文化芸術活動をされている補助金団体を対象にアンケート調査を実施しています。
地域の皆さまや、保護者の皆さま、子どもたち、学校の先生たちの意見を聞きながら、
子どもたちが安全にスポーツ・文化芸術活動を続けることができる環境を一緒に作りましょう！

市が一定の基準を満たしていることを認定した
地域クラブです。学校の部活動とは別に、地域
の指導者が中心となって活動します。
子どもたちが安心して参加できるよう、安全面
や指導体制を確認したクラブを認定します。

部員数が少ない学校同士が協力し、一つの学校
を拠点として活動する方法です。学校の枠を超
えて仲間と活動できるため、競技や文化活動を
継続しやすくなります。

学校の部活動に、専門的な知識や経験を持った
地域の指導者が参加する方法です。教員と連携
しながら、生徒への指導を行います。
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泉南市のこれからの取組について②

次回の説明会

アンケート調査

部活動News

皆さまに部活動の地域展開に関する情報を分かりやすくタイムリーに
お届けすることを目的として、部活動Newsを作成しました。
これからも、国や府の動向や制度の内容、泉南市の取組状況について
分かりやすくお知らせしますので、ぜひご覧ください。

～配信・配架～
・tetoru 配信（保護者の皆さま）
・市ウェブサイトに掲載
・公共施設（あいぴあ泉南や図書館、公民館等）での配架

現在、部活動が地域へ展開することになった場合の中学生の受け入れについて、
生涯学習課所管の補助金団体へ調査を行っています。
それらの結果を踏まえて関係団体と協議を行いながら、保護者の皆さまや教職員
の皆さま、子どもたちにもアンケート調査を実施する予定です。

～予定～
・関係団体との協議：９月から随時
・教職員・保護者・子どもアンケート調査：１０月中

上記の、関係団体との協議や各種アンケート調査の集計が整い、市の方針（案）が
出来上がりましたら、次回の部活動地域展開に関する説明会を実施する予定です。
ぜひお越しください。

～予定～
・市の方針（案）：１月
・部活動News「市の方針（案）」：2月中配信
・説明会：３月中 25



Q＆A

Q1：大阪府内の取り組み状況は？
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A ：大阪府内でも、市町村によって取り組み状況は異なり
ます。一部の自治体では、国の実証事業を活用しながら、
地域クラブの立ち上げや実証的な取組を進めている自治
体もあります。一方で、多くの自治体では、地域の指導
者の確保、活動場所、費用負担、学校等の連携など、
さまざまな課題を整理しながら検討を進めている状況で
す。
泉南市では、他市町村の事例を参考にしながらも、
泉南市の地域性や活動環境に合った形を検討するため、
現在、地域の実情把握や意見聴取を進めている段階です。

Q２：国の補助金はありますか？活用する予定ですか？

A ：国では、部活動の地域展開を進めるため、地域クラブ活
動の環境整備などに対する補助制度があります。
泉南市としても、活用できる補助制度については申請し、
財源の確保に努めていく予定です。
一方で、国の補助金がいつまで継続されるかは現時点で
は分かりません。そのため、補助金を活用しつつも、
将来的に補助金がなくなった場合も含めて、継続して運
営できる仕組みを考えていく予定です。

Q３：拠点校方式の場合、生徒の移動方法は？

A ：拠点校方式の場合、所属する学校とは別の学校へ移動し
て活動することが考えられます。その際の移動方法とし
ては、保護者による送迎、自転車、公共交通機関などが
考えられます。
一方で、保護者の通勤状況によって送迎できる家庭とで
きない家庭で差が出ることや、移動時間・費用負担、
安全面などの課題があります。
泉南市としても、活動場所だけでなく、移動方法や安全
確保、負担の公平性も含めて検討していきます。

Q４：アンケート結果はどこで見ることできますか？

A ：現在実施している各団体へのアンケート調査の結果に
加え、今回の説明会で使用した資料や、本日のアンケー
トでいただいたご質問・ご意見についても、内容を整理
したうえで、市ウェブサイトや部活動Newsに掲載します。
皆さまからいただいたご意見については、今後の泉南市
の方針を検討する際の参考として活用していきます。



本日のアンケートについて

本日の説明会についてのアンケートのご協力をお願いします。
このスライドに記載していますQRコードを読み取り、
回答をお願いします。

なお、いただきましたアンケートの結果や質問等については
部活動News等で公表・回答する予定です。

本日は、お集まりいただきありがとうございました。
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